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定
か
な
文
献
で
は

な
い
が
、
こ
の
鳥
居

は
昭
和
四
十
七
年
に

建
立
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
十
一
年
前
の
三

十
六
年
に
も
建
立
さ

れ
た
記
録
が
あ
る
。

そ
れ
は
向
小
駄
良
の

酒
屋
の
山
か
ら
切
り

出
し
て
、
建
立
さ
れ

て
い
る
。
材
を
運
び

出
す
た
め
に
、
道
を

作
っ
た
労
賃
の
記
録

が
あ
る
。
材
質
は
杉

で
、
十
分
な
乾
燥
を

し
な
い
で
、
建
て
ら

れ
た
き
ら
い
が
感
じ

ら
れ
る
。
杉
材
と
言

う
事
と
相
ま
っ
て
、
十
年
余
と
言
う
寿
命
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
一
月
三
十
日
、
藤
路
及
び
杉
沢
へ
鳥
居
材
運

搬
道
作
り
人
夫
賃
と
し
て
、
清
水
勘
治
、
蓑
島
源
助
、
日
置
益
之

助
、
蓑
島
亀
之
助
、
三
輪
徳
三
郎
、
野
崎
茂
、
三
輪
栄
一
、
荒
井

与
造
、
曽
我
久
二
、
曽
我
井
知
郎
、
渡
辺
伝
二
、
曽
我
健
三
、
各

氏
の
名
前
が
あ
る
。
当
時
、
一
日
５
０
０
円
の
日
当
で
あ
る
。
そ

れ
以
外
に
、
神
社
会
計
係
に
宛
て
た
支
出
命
令
書
が
あ
る
。
そ

れ
に
は
、
運
搬
労
務
費
、
木
材
賃
挽
き
、
使
用
資
材
、
加
工
建
て

方
労
務
費
、
食
材
（
主
に
酒
）
等
で
合
計
五
万
三
千
七
十
四
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
そ
の
十
一
年
後
の
昭
和
四
十

七
年
に
建
立
さ
れ
た
記
録
文
献
は
見
当
た
ら
な
い
。
辛
う
じ
て
、

大
木
を
神
社
ま
で
運
ん
だ
写
真
だ
け
は
探
し
出
せ
た
。
以
下
は

写
真
か
ら
の
推
測
に
な
る
。
材
料
と
な
る
大
木
は
、
美
谷
添
清

氏
の
ご
尽
力
で
、
荘
川
営
林
署
関
係
の
山
か
ら
切
り
出
し
た
と

言
わ
れ
る
。
荘
川
か
ら
白
鳥
役
場
（
現
振
興
事
務
所
）
ま
で
ト
ラ

ッ
ク
で
運
搬
。
役
場
前
で
神
事
の
お
払
い
が
な
さ
れ
た
。
こ
の

時
の
神
社
総
代
長
は
源
助
の
蓑
島
克
夫
。
巨
木
に
は
白
鳥
神
社

鳥
居
御
神
木
の
標
札
を
打
ち
付
け
、
台
車
に
載
せ
、
二
本
の
太

い
ロ
ー
プ
を
取
り
付
け
多
く
の
人
で
引
い
て
い
る
。
運
搬
ル
ー

ト
は
役
場→

田
口
酒
店
、
こ
こ
で
左
折
し
て
北
上→

白
鳥
駅
前

→

赤
瀬
通
り→

曽
我
公
明
氏
宅
四
差
路
を
左
折→

野
々
村
薫
氏

宅
（
か
じ
や
）
を
通
り
、
神
社
の
前
に
到
着
。
御
神
木
に
は
大
き

な
ス
ピ
ー
カ
ー
を
つ
け
て
、
荒
井
与
造
氏
、
三
輪
藤
平
氏
ら
が

木
遣
り
を
歌
っ
て
い
る
。
道
路
わ
き
に
は
竹
笹
の
色
提
灯
が
吊

る
さ
れ
て
い
る
。
七
夕
飾
り
の
様
で
も
あ
る
が
、
意
味
は
解
ら

な
い
。
消
防
団
員
か
ら
一
般
の
人
々
の
顔
が
見
え
る
。
写
真
か

ら
確
認
で
き
る
方
の
お
名
前
は
、
森
下
五
郎
、
正
者
留
吉
、
曽
我

善
夫
、
瀬
上
斎
二
郎
、
日
置
賢
三
、
寺
田
弥
太
郎
、
瀬
木
正
三
、

内
ケ
島
喜
三
、
正
者
史
郎
、
細
川
勝
朗
、
稲
葉
乙
吉
、
曽
我
信
一
、

渡
辺
伝
二
、
金
子
健
三
、
西
村
愛
治
、
野
々
村
政
保
、
野
々
村
二

郎
、
西
村
兵
衛
、
寺
田
利
一
、
荒
井
政
五
郎
、
野
崎
勇
進
、
三
輪

徳
二
郎
、
等
の
顔
が
見
え
る
（
敬
称
略
）
す
べ
て
の
方
が
鬼
籍
に

移
ら
れ
て
い
る
。
境
内
に
運
び
込
ま
れ
、
そ
こ
で
刻
ん
で
い
る
。

こ
の
時
の
大
工
棟
梁
は
寺
田
弥
太
郎
氏
。
自
治
会
長
が
寺
田
利

一
氏
だ
と
思
う
。
建
て
込
み
の
穴
は
人
力
で
掘
り
、
古
い
鳥
居

の
除
去
は
ク
レ
ー
ン
、
建
て
込
み
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
と
ク
レ

ー
ン
で
行
っ
て
い
る
。
写
真
で
見
る
限
り
、
多
く
の
人
が
運
搬

か
ら
建
て
込
み
迄
、
関
わ
っ
て
見
え
る
。
一
大
行
事
だ
っ
た
事

が
伺
え
る
。

今
回
、大
修
繕
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
概
略
申
し
上
げ
ま
す
と
、

２
０
１
４
年
８
月
３
日
、
木
の
表
面
が
ス
ポ
ン
ジ
状
に
劣
化
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
削
り
取
る
。
高
所
作
業
車
に
て
ク
レ
ゾ
ー
ル

を
塗
布
す
る
。
拝
殿
腰
壁
下
も
塗
布
。

２
０
１
７
年
１１
月
２６
日
、
鳥
居
に
キ
ガ
タ
メ
ー
ル
を
注
入
、

２
０
１
８
年
９
月
４
日
、
台
風
に
て
鳥
居
が
傾
く
。
根
元
を
掘

り
起
こ
し
、
立
て
直
し
、
大
々
的
に
補
修
す
る
。

２
０
２
６
年
５
月
３
日
、
大
修
繕
を
発
議
。
５
月
１６
日
、
自

治
会
役
員
、
総
代
衆
参
加
の
元
、
工
事
安
全
祈
願
神
事
催
行
。
即

日
足
場
組
開
始
。

秋
の
祭
礼
ま
で

に
は
完
成
を
目

論
む
。

鳥

居
の
表

面

が
ス
ポ
ン
ジ
状

の
と
こ
ろ
が
目

立
つ
。
そ
の
個
所

は
総
て
削
り
落

と
す
事
か
ら
始

ま
っ
た
。

足

場
の
最

上

部
に
上
り
、
確
認

し
劣
化
し
て
い

る
個
所
を
は
ぎ

取
っ
た
。
何
と
中

に
、
二
か
所
も
、

鳥
が
巣
を
か
け

て
い
た
。
鳥
さ
ん

に
は
悪
い
が
引
っ
越
し
願
っ
た
。
劣
化
し
た

部
分
を
取
り
除
く
と
、
中
は
堅
く
、
健
在
だ

っ
た
。
こ
の

コ
ー
ド
を
開
く
と
昭
和

四
十
七
年
に
建
立
し
た
当
時
の
写
真
が
見

え
ま
す
。

で
見
る
と
大
き
な
写
真
と

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

五
月
三
日
、
稲
荷
神
社
の
例
祭
神
事
を
挙
行
。
山
田
自
治
会

長
始
め
、
多
く
の
御
来
賓
と
神
社
総
代
含
め
て
総
勢
三
十
八
名

の
皆
様
で
五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
、
春
祭
り
の
盛
況
を
祈
念
い

た
し
ま
し
た
。
従
来
の
春
祭
り
は
二
日
間
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
近
年
、
一
日
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
、
淋
し
い
限
り
で

す
。
昔
は
神
輿
が
沢
山
出
て
、
祭
り
の
主
役
で
し
た
が
、
今
は
音

楽
が
メ
イ
ン
に
な
り
若
者
志
向
の
感
じ
が
し
ま
す
。
稲
荷
神
社

参
道
に
樹
齢
約
三
百
年
余
の
欅
の
大
木
が
立
っ
て
お
り
ま
す
。

十
数
年
前
よ
り
樹
勢
が
衰
え
、
北
側
半
分
が
枯
渇
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
二
十
六
年
に
樹
木
医
の
診
断
を
受
け
、
枯
渇
が
判
明

大大
鳥鳥
居居
修修
繕繕

稲稲
成成
神神
社社
例例
祭祭
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し
、
い
ろ
い
ろ
と
手
当
て
を
し
て
お
り
ま
す
が
効
果
が
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
上
部
で
は
一
部
の
枝
が
枯
れ
て
落
下
の
恐
れ
が
あ
り
、

数
年
前
に
レ
ッ
カ
ー
を
使
い
切

り
落
と
し
ま
し
た
が
、
昨
今
で
は

本
体
の
倒
壊
が
心
配
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
回
復
の
見
込
み
が
立

た
な
い
今
、
切
り
倒
す
の
も
選
択

の
一
つ
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

十
数
年
前
、
本
殿
背
後
の
大
き
な

榎
が
倒
れ
ま
し
た
。
幸
い
被
害
は

ゼ
ロ
で
し
た
。
今
回
は
欅
が
心
配

で
す
。

稲
荷
神
社
の
御
神
木
は
杉
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
稲
荷
神
社
境
内

に
杉
以
外
は
ご
法
度
な
の
だ
ろ

う
か
？
大
き
な
柿
の
木
も
背
後

に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
心
配
の

種
で
す
。
ご
参
拝
の
折
は
こ
ん
な

事
も
思
い
な
が
ら
お
参
り
く
だ

さ
い
。

五
月
三
日
、
稲
荷
神
社
例
祭

神
事
の
終
了
後
に
、
総
代
衆
を

対
象
に
ミ
ニ
研
修
会
が
開
か
れ

た
。
講
師
は
瀬
上
孝
男
宮
司
で

神
社
に
於
け
る
礼
儀
作
法
に
つ

い
て
約
一
時
間
、
動
作
を
交
え

な
が
ら
行
わ
れ
た
。

先
ず
は
神
社
に
入
る
時
、
鳥

居
で
立
ち
止
ま
り
、
本
殿
に
向

か
い
深
く
一
礼
す
る
。
帰
る
と

き
も
一
礼
し
て
辞
去
す
る
。

手
水
場
の
作
法
は
、
右
手
で

水
を
汲
み
左
手
の
ひ
ら
に
か

け
、
左
手
に
持
ち
替
え
右
手
の

平
に
か
け
る
、
再
度
右
手
に
持
ち
替
え
、
左
手
の
平
に
水
を
溜

め
て
、
口
に
運
び
、
口
を
す
す
ぐ
。
残
り
の
水
は
柄
杓
を
立
て

て
、
柄
の
部
分
に
流
し
、
柄
杓
の
柄
を
清
め
る
。
こ
れ
を
、
汲
ん

だ
一
杯
の
水
で
行
う
。
身
を
清
め
て
か
ら
神
殿
に
向
か
う
。
参

道
を
歩
く
時
は
、
中
央
を
歩
か
な
い
。
中
央
は
神
様
の
通
る
道

と
さ
れ
る
た
め
。

次
に
玉
櫛
法
典
の
作
法
。
社
守
か
ら
玉
櫛
を
受
け
る
。
こ
の
時
、

左
手
は
玉
櫛
の
下
、
右
手
は
玉
櫛
の
上
に
し
て
受
け
る
。
そ
の

ま
ま
神
殿
に
進
む
。
軽
く
会
釈
し
て
、
玉
櫛
を
時
計
回
り
に
回

し
、
幹
を
下
に
し
て
、
祈
祷
す
る
。
玉
櫛
を
時
計
回
り
に
回
し
、

幹
の
方
を
神
殿
に
向
け
て
机
上
に
置
い
て
一
歩
下
が
り
、
二
礼

し
、
二
拍
手
、
一
礼
し
て
、
自
席
に
戻
る
。

こ
れ
だ
け
を
約
一
時
間
で
学
び
ま
し
た
。
他
の
神
社
を
参
拝

の
時
も
、
こ
れ
だ
け
出
来
れ
ば
、
常
識
と
し
て
人
様
の
見
る
目

も
変
わ
り
、
神
様
も
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

例
年
の
如
く
境
内
宮
の
森
内
と
秋
葉
神
社
境
内
の
夏
草
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
行
う
の
は
、
夏
草
は
こ
の
時
期
、
猛
烈
に
繁

茂
し
、
周
辺
の
樹
木
が
育
た
な
い
為
で
す
。
刈
り
取
っ
た
草
は

腐
食
し
て
肥
料
に
な
る
利
点
も
あ
り
ま
す
。
今
一
つ
は
、
夏
の

土
用
の
期
間
に
土
い
じ
り
、
草
刈
等
の
作
業
は
、
土
中
に
居
る

神
様
が
怒
り
、
祟
り
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
土
用
に
入
る
前
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
夏
土
用
は
七

月
二
十
日
～
八
月
六
日

で
す
。
こ
の
中
で
土
用
の

丑
の
日
は
七
月
二
十
六

日
で
す
。
夏
は
体
の
消
耗

が
激
し
い
の
で
、
そ
れ
を

補
う
意
味
で
う
な
ぎ
を

食
べ
る
と
良
い
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
総
代
衆
は

草
刈
の
後
、
体
力
回
復
の

為
に
う
な
ぎ
は
高
い
の

で
、
境
内
の
一
隅
で
焼
肉

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
て
鋭

気
を
養
い
ま
し
た
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。

「
動
か
ね
ば

歩
か
ね
ば
老
ゆ

春
の
風
」・
・
各
務
原
市

中
島
泰
司

「
み
な
も
た
ち

し
ず
か
な
る
や
ま

う
ご
き
だ
す
」・
・
・
そ
う
す
け

「
こ
も
れ
陽
に

光
る
宮
池

鯉
涼
し
」
・
・
・
・
・
ひ
だ
ま
り
ジ
ジ

「
秋
に
な
り

恋
も
紅
葉
も

枯
れ
る
べ
し
」
・
・
・
・
・
・
タ
ケ
ル

「
宮
掃
除

会
え
な
い
人
に

今
日
会
え
た
」
・
・
・
・
・
田
中
久
子

「
通
い
道

暑
い
と
蝉
が

さ
け
ん
で
る
」
・
・
・
・
・
・
田
中
幸
子

「
鯉
な
が
め

初
夏
の
風

体
に
あ
び
る
」
・
・
・
・
詠
み
人
知
ら
ず

「
そ
び
え
立
つ

神
の
御
木

見
上
げ
受
け

守
り
し
御
心

風
と
我
通
り
ぬ
く
」
・
・
・
・
・
桑
山

「
天
高
く

神
に
寄
り
添
う

大
ケ
ヤ
キ
」
・
・
・
・
・
・
・
寅
次
郎

８
／
１
・
・
・
・
宮
の
森

号
発
行

８
／
９
・
・
・
・
宮
掃
除

８
／

・
・
・
・
境
内
盆
踊
り

８
／

・
・
・
・
拝
殿
踊
り

８
／

・
・
・
・
例
祭
関
係
者
合
同
会
議
、
祭
り
ポ
ス
タ
ー
張
り

８
／

・
・
・
・
例
祭
大
神
楽
稽
古
始
め

９
／
６
・
・
・
・
宮
掃
除
、
幟
旗
建
て

９
／

・
・
・
・
大
神
楽
稽
古
納
め

９
／

・
・
・
・
例
祭
準
備

９
／

・
・
・
・
秋
葉
神
社
例
祭
・
白
鳥
神
社
例
祭
試
楽

９
／

・
・
・
・
白
鳥
神
社
例
祭
本
楽

９
／

・
・
・
・
後
片
付
け
、
反
省
会
。
七
五
三
ポ
ス
タ
ー
張
り

／

・
・
・
・
宮
掃
除

／
３
・
・
・
・
初
宮
・
七
五
三

神
事
。
総
代
会

／

・
・
・
・
神
送
り

／

・
・
・
・
新
嘗
祭
・
左
義
長
神
事

  
  一

、 

御
朱
印
看
板
塗
装
修
理
・
・
・
・
・
・
・
・
・
足
立
好
教

様

一
、 

東
側
玉
垣
洗
濯
清
掃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
足
立
好
教

様

一
、 

池
狛
犬
周
辺
草
刈
清
掃
・
・
・
・
・
・
・
大
村
太
郎
夫
妻

様

一
、 

大
鳥
居
修
繕
ボ
ン
ド
無
償
提
供
・
・
・
・
・
・
寺
田
吉
幸
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ざ
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す
。

  

ご
希
望
の
方
は
０
５
７
５(

８
２)

４
３
８
７･

瀬
上
宮
司
ま
で 

(

文
責
・
瀬
木) 

ミミ
ニニ
研研
修修
会会

夏夏
草草
刈刈
りり

みみ
んん
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のの
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・・
投投
稿稿
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そそ
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五五

令令
和和
八八
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八八
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かか
らら
のの
行行
事事
予予
定定

御御
寄寄
進進
・・
御御
奉奉
仕仕

御御
朱朱
印印
受受
付付


